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 皆様には、板倉環境保全会活動の事業推進にご協力

いただき、平成２７年度も計画どおり実施することが

できましたことに厚く感謝申し上げます。 

 平成２７年度も「花のある里づくり」をスローガン

に農村環境の整備として、お墓の下の用水路の整備と

して県道から横土手まで、用水路の嵩上げ工事と水路

法面のカバープランツとして「ヒメイワダレソウ」を

植栽しました。 

 現在、行政施策の方針として、「自分の地域は、自分

で守る」と言われております。それぞれの地域の特長

を行かした地域づくりが大切であると思います。 

私たち板倉集落の住みよい環境づくりのため、多面

的機能交付金を有効的に活用し、次年度も活動してい

きたいと存じます。 

 本事業も２期目の最終年（通算１０年）になります。 

引き続き、役員の皆さんを中心に話し合い、集落全員

の協働活動により、よりよい板倉集落づくりを進めて

行きたいと思いますのでよろしくお願いします。 

 

会 長  本 宮  直 

 

 

先進地を視察！（南会津郡下郷町） 

芦ノ原地区の皆さんありがとうございました。 

１１月７日、南会津郡下郷町芦ノ原地区の「芦ノ原地域おこし推進協議会」

を訪問、「集落営農」についての視察を実施しました。 

同組織は、県内の農業振興や地域活性化に力を注ぐ営農団体をたたえる平成

２６年福島民友新聞社主催の「豊かなむらづくり顕彰」に選ばれた団体です。 

同協議会は、むらづくり部門で受賞。下郷町東部の山に囲まれた集落で、国

道２８９号（甲子道路）の開通後、車の往来が減少し、そうした状況への危機

感から、区長や歴代区長、各種団体の代表らが組織を設立し、独自のむらづく

りを進めました。会津大短期学部と連携して学生のアイデアを取り入れた「芦

ノ原地域おこし計画」をまとめ、計画した活動には全ての住民が参加し、地場

産の農作物が並ぶ手作りの直売所を運営、５～１１月の期間限定の農業所得向

上に取り組んでいます。また、平成２３年に棚田オーナー制度を始め、棚田の

再生や都市との交流を深めております。 

本会会長が、県職員時代、同地区との関わりのご縁から、この視察が実現し

ました。 

 

驚きがいっぱい！  

１１月７日。今年の研修会は、家族参加型。 

下郷町で６次化農業を営んでいる「金子牧場」

さんで、生乳から作るバターづくりを体験。ペッ

トボトルを振るのはとても疲れましたが、出来た

てのバターはおいしかった。 

この後、場所を変えて、地元産の素材を使って

のビザづくりも体験しました。（牛の胃袋は４つあ

るんだよ。牛も赤ちゃんができないと、お乳が出

ないんだよ。） 

 

８年前実施事業の芝桜。  

「今年も開花！」 

８年前、本事業の第１期目事業で水路

の法面保護のために、植際した芝桜。 

今年は、その対面の法面に防草シー

トを被覆。この後、６月には、ヒメイ

ワダレソウソウを植際しました。「維持

管理」と「景観形成」を考慮した事業

です。 

農政局の検査の際、お褒めの言葉を

いただきました。 

未来の担い手！ 

 

 

長田 琉
る

花
な

さん（12歳） 

 

今年、中学１年生。 

 

「中学生になると定期テストがたくさん

あるので、勉強をがんばります。また、部

活も３年間一生懸命頑張りたいです。」 

 

家族構成：父・辰彦さん、母：直美さん、

姉：愛生さん、妹：望愛ちゃん、祖父：豊

さん、祖母：八重子さん 

 



 
△４月５日、昨年は、水路法面の芝桜にの雪が残る肌寒なかでの

作業でしたが、今年は花が咲いてました。毎年この活動から開始

です。（今年は、嵩上げした分上げるのが大変だ。Ｔさん、今年

は、どじょう、採るのかい？） 

 
△６月６日、板倉堰水路法面に防草シートを被覆し、ヒメイワダ

レソウを植栽しました。役員、婦人会、老人会合同の作業です。 

（ヒメイワダレソウの植栽は、皆さん、平成２５年茨城県筑西市

の現地を訪問してきての作業です。） 

 

△９月１日、前年度実施した長寿命化事業の現地検査で東北農政

局の検査員の方の現地検査を受検しました。（もちろん不正等は

しておりませんが、事務局はいろいろと、緊張します。(^_^;) ） 

 
△５月２日、農繁期前のこの作業はとっても大事です。（ちゃん

と止めないと、水漏って、水路に水上がんねから。堰板ゆっくり

降ろして。） 

 

 
△６月７日、前日のイワダレソウの植栽作業に続き、この日は、

マリーゴールと育成会で助成を受けたサルビアを屯所脇の畑に

植植です。（お父さん見てないで、手伝ってよ！） 

 
△ 11 月７日、下郷町での体験。今年のベストオブフォト！ 

副会長、この体験後から石焼き窯が欲しくなったとか。（ピーマ

ン、タマネギ、トマト。自分の畑で作ったものだから、最高にう

まいだろうな～。ああ、これにビールがあったらもっと最高。今

日は、研修なので我慢。） 

 

△お父さんたちが研修の間、子供たちは、こけしの絵付けを体験

しました。 

※このほか、数多くの活動が実施されておりますが、紙面の都合上割愛させていただきます。 


